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F ご購読料=

務

人
体
実
験
で
1L 
証

「
研
究
会
誌
」

般
に
公
表

で
-一ー-""・

乙
と
レ
の
二
尺
間
際
婦
人
年
国
た
ち
年
代
の
女
の
未
婚
棄
を
と
ら
さ
て
、
現
在
の
住
宅
対
策
で
あ
る
訴
え
る
な
か
ま
た
ち
へ
の
対
策
と
し
出
演
さ
せ
た
い
。
一

内
行
動
計
画
の
政
府
議
表
委
ぇ
、
妻
を
発
表
し
な
が
ら
社
会
聞
が
、
や
っ
と
昨
年
五
月
む
ろ
公
団
の
て
、
公
団
中

+PE--Kた
け
で
な
く
、
あ
と
十
年
も
し
な
い
中
に
、
住
宅
一

さ
れ
る
と
、
関
係
婦
人
間
俸
は
一
斉
題
と
し
て
提
起
し
て
以
来
、
興
味
シ
お
平
方
以
以
下
の
l
kな
ら
と
、
ひ
も
っ
と
老
後
一
対
策
を
含
め
た
抜
本
対
闘
第
の
老
人
、
し
か
も
独
身
老
女
が
一

に
そ
の
内
容
の
な
喜
指
摘
し
て
総
シ
ジ
シ
た
る
関
心
が
各
方
面
か
ら
わ
と
b
も
の
に
も
入
居
資
格
を
あ
た
え
雪
要
求
し
た
い
@
講
ず
る
。
コ
ソ
ク
で
創
造
性
の
な
吋

攻
撃
で
迎
え
た
が
、
私
た
ち
「
P
て
き
お
こ
っ
た
・
し
か
し
、
簡
は
私
た
だ
と
れ
も
、
私
た
ち
の
訴
え
を
国
私
た
ち
の
な
か
ま
の
中
に
も
、
い
老
人
住
宅
対
策
で
は
、
行
き
づ
ま

、

h

ぶ
れ
ん
」
ち
の
要
求
で
あ
る
、
老
後
対
策
や
税
家
が
と
D
あ
げ
、
や
っ
と
実
現
し
た
宏
、
土
地
を
も
っ

P
Eぐ
ら
し
の
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。

ー

ぬ

詮

一

一

担

路

市

¥
¥J3ポも
の

で

き

@

先

日

会

員

か

ら

「

わ

女

が

い

る

が

、

乙

需

要

な

か

れ

信

組

%

絞

り

一

孝
一色

襲

撃

ふ

乏

て

る

独

身

老

女

雇
4
2
1
1

、

E‘
一
一
一
念
い

を
み
つ
め

臨

調

鴇

磯

輔

醐

醐

さ

¥

・

;

建
築
費
の
利
子
僚
給
与
罰
金
を

何

一

;

護

機

過

保

狭

く

も

楽

し

い

家

を

守
か
し
て
も
で
て
績
は
な

ー

が

寸

わ

ち

「

銀

r
-
J議拭

5

2

に

思

表

、

Z
1ムを
旗

手
必

1
6
y、
身
中
華

乙

あ

仁

、

れ
わ
れ
は
、
中
古
の
住
宅
に
し
か
入
ば
公
的
な
も
の
と
し
て
活
用
す
る
こ
警
け
確
保
す
る
た
め
に
、
山
奥
に

‘

婦
人
の
住

d
'

事
凸

れ
な
い
ん
で
す
ね
」
と
や
ザ
卒
、
き
と
は
ど
う
だ
る
つ
u

ホ
コ
の
ひ
た
い
パ
カ
で
か
い
白
亙
の
殿
党
を
ふ
や
す

宅
対
策
」
が
、
文
字
と
し
て
明
確
に
金
対
静
止
ど
に
つ
い
て
は
茸
を
貸
す
た
ι
な
る
ほ
P
授
す
ぎ
て
も
う
一
般
ほ
ど
の
土
地
で
も
、
そ
こ
に
同
玄
の
で
な
く
、
ま
ち
な
か
に
、
生
精
の

表
現
さ
れ
て
お
り
、
「
具
体
性
な
盗
勢
す
ら
な
か
っ
た
の
に
漏
れ
が
ま
用
に
は
、
今
、
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
人
の
と
し
ょ
D
が
盟
申
"
を
確
綜
U
な
に
お
い
の
あ
る
と
し
よ
り
住
宅
を
位

と
と
い
う
葎
L
対
す
る
反
論
と
し

。じ
く
も
、
妄
舞
台
」
の
中
に
也
監
対
象
に
し
て
の
放
出
み
ら
、
中
古
が
ら
、
共
同
-
午
謡
を
包
む
こ
と
が
で
慣
づ
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
大
型
で
あ

て
政
府
は
、

ζ
の
住
宅
対
衡
を
引
例
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
し
か
な
い
わ
げ
で
あ
る
@
き
る
の
だ
ω

小
さ
な
老
人
ホ
l
ム

hu、
私
た
ち
は
函
の
英
断
を
待
つ
や

し
て
胸
を
は
っ
て
い
る
の
で
あ
る
@
部
分
に
は
岬
明
白
な
感
動
は
当
然
で
あ
私
た
ち
年
代
は
、
は
や
五
十
の
坂
(
ジ
ル
バ
ァ
ホ
l
ム
つ
て
の
は
ど
う
切
で
あ
る
。

十

年

前

、

戦

争

を

原

因

と

す

る

私

ろ

う

。

を

く

だ

D
は
じ
め
た
・
住
宅
不
安
を
だ
る
与
を
、
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
(
独
身
婦
人
霊
会
長
)

ー

ふだんの暮らしに役だっ

使L、ニなしたL¥定期です。

毎日の暮らしに必妥な額だけは、普通預金に

傾けておし句、残ったお金は総合口座の定期預

金にじておく..oまとまった資金づくりの手がかり

ができます。コースは2年・l年・6ヵ月といろいろ。

思わぬ出資が生まれたら;協和}の自動融資で

総合口座にお預けの定期預金の縦妥の90%、

最高100万円まで自動的に借りられますo ~、ま通

帳の中で迷っているお金は、いざというときにも

役に立つ総合口座の定期頭金にじておきましょ

う。ふだんの暮らしに蹄カがつきますL

使いながら貯めて二貯めながら使う。

EE韮E室dED互主童

⑬協和銀行

通帳のなかで迷づCいるお金、
定期にじCゆとりをつけましょうL
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不
況
の
影
響
ひ
し
ひ
し
と

オ
J
官
7
7
yに
は
世
か
し
い
N

D
T
〈
目
劇

f
J
j
yグ
チ
i
ム
)
が

Em散
し
た
1
1い
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
E
揮
し
ゃ
~
の
で
す

l
i

去
る
同
月
二
十
買
自
由
「
ポ
ン
ジ
ュ

ー
ル
・

バ
リ
」
公
務
畳
湾
問
十
一

年
聞
の
歴
里
の
曹
を
嗣
じ
有
盟
事
も

f水明園田〉

軍
内
叫
耐
旬
聞
が
今
月
米
去
で
有
働
省
の
竺
唱
や
晶
t
阻
害
れ
て
い
る
.
置
胆
を
知
ら
ず
に
い
A
M

人
も
多
い
，
ぞ
己
で
明
働
省
で
は
旬
問
中
間
侃
掛
聞
や

円
哨
働
に
世
事
レ
て
い
る
人
は
い
ま
ニ
ハ
O
万
人
に
白
ほ
っ
て
い
る
u

そ
の
各
種
団
体
白
嗣
刀
を
理
由
「
車
内
吋
聞
手
唖
の
宵
及
》
家
内
品
開
聞
に
よ
る
災

吋
働
条
件
白
向
k
を
は
か
る
た
め
昭
和
問
+
五
年
に
ま
内
蔵
世
が
制
定
さ
曜
の
防
止
」
葬
び
か
げ
る
。

E
の
笠
置
に
「
宮
内
時
閣
の
現
状
」
に
両
宮

れ
t
e
m
v明
L
置
の
き
『

r
A
A
f一
南
生
白
軍
需
な
ど
の
対
簡
を
嘩
め
る
た
め
向
け
て
み
た
い
u

で
あ
る
.
家
内
的
働
と
い
っ
て
も
九
(
V出
は
主
輔
の
内
酷
で
あ
る
.
酷
の
思

骨
働
率
掴
周
は
五
十
岨
年
十
周
司
金
一
は
一
二
万
人
、
合
ぜ
て
二
ハ
二
万
人
に
一
的
軍
内
骨
骨
者
問
一
一
三
円
力
人
で
あ
一
町
一

0
・一
e
J
ぞ
占
め
て
い
る
.

同
室
内
骨
働
自
費
望
と
!
貫
一
平
ん
古
い
る
.
一
る
ム
開
業
容
聞
に
す
る
剛
量
的
な
一
平
坪
的
問
晴
年
在
、
翌

年

年

時
間
白
書
坦
介
を
し
た
.

一

宮
内
部
車
産
昭
和
四
四
手
一
時
宮
崎
和
ず
か
一
回
で
あ
る
.
一
十
一
カ
ペ
女
子
ほ
四
年
八
カ
月
と
、

女
マ
一
」
が
丸
一
ニ
%
一
皇
に
ふ
え
豆
宣
告
控
い
、
一

の

び

た

電

気

機

器

一

向
繋
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
め
ま
女
子

聖

書

Z委
主
主
要
一
そ
れ
が
四
八
年
白
石
油
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
環
担
み
る
と
、
宜
胞
の
阻
ま
一
よ
り
霊
安

E

Z表
明
チ

空
け
て
、
十
J

と
し
て
自
宅
揖
濫
造
、
一
年
々
誼
ウ
て
い
る
・
仕
事
が
差
是
一
長
率
熱
望
万
人
士
一
九
・
八
一
年
明
白
変
動
車
示
。

ラ一ク才

-zv無品
、
紙
加
L
品

な

一

つ

話

芸

る

・

一

芝

、

田

駒

J
Dヤ
ス
輔
な
ど
の
一
撃
H

商
事
子
一
日
九
・
二
時
間

ど
の
豊
中
に
提
っ
て
い
る
済
封
一
男
女
別
に
み
る
と
、
車
市
二
万
一
語
学
警
が
=
一
一
一
万
人
〈
三
・
一
一
カ
月
二
子
音
去
る
の
に
宮

警

は

-gH人
芸

b
、
層
白
一
へ
全
体
皇
一
弱
、
ご
一
一
九
人
皇
一
二
財
〉
・

R
い
で
ま
、
輩
、
奈
一
季
竺

H
h
六
時
間
、
ヨ
且
一

理
駐
在
筆

Z
っ
て
い
る
読
者
『
干
、
し
か
も
霊
宅
建
ど
の
内
輪

7
c
な
ど
尋
問
」
出
一
斉
人
三
七
一

0
・
八
日
で
あ
る
・

:
i

s一
・
若
て
ラ
ジ
オ

-Z吉
田
晶
一
道
則
に
み
る
と
聖
的
書
道

白

H

F

一
コ
イ
ル
書
目
、
タ
ダ
付
げ
が
一
八
一
去
る
「
金
属
製
品
」
J

ハ
・
銭

円

句

'

側

一

万

人

(

一

一

一

三

一

「

量

品

」

六

言

語

B

綿

一
前
年
と
く
ら
べ
る
;
岨
白
書
一
工
車
」
と
「
事

th製
品
」
実

関

川

畑

朝

一
と
議
告
書
て
抽
議
早
大
一

・
一
時
間
が
き
、
「
護
品
」
「
抵

今
e
い

義

一
制
長
官
、
眠
中
鹿
市
整
も
哲
て
一
加
工
品
」
「
震
構
器
」
は
肯
時
間
台

鱗

一
い
る
。
出
雲
の
瞳
白
書
主
で
醐
向
と
し
て
事
長
。

噌
，

f

一

一

，

.

，

-

か

一
の
び
て
い
る
り
が
目
立
今
一

女

子

一

時

間

ニ

ニ

九

円

輔

副

幽

切

一
地
区
間
L
は
、
喰
顕
一
一
段
万
人
、
太
一

準
F

一

宜
円
輔
副
固
有
田
-
時
間
当
宮
町
平
岡

a，

a

ド

一

厩
一
立
方
入
、
要
川
二
万
人
、
理
一

し
開

』

d

糊

一四一

O
万
人

E
g
g
--J一喜
一
面
相
〈
議
開
置
は
陀
〈
〉
は
ニ
E

S

竺

君

事

者

有

一
o円
男
子
は
同
九
九
同
、
喜
二
一

園
田
量

#

t

・

一

一

一

九

円

で

品

。

信
苧

J

a

期
利

一

回

以

上

の

高

齢

者

も

↑

「ニ

g
E圭
言
問
」
が
三
一

耐

震

A

眠、

品
開

一
家

2
8
2壁
陸

四

ニ

・
一
八
・
二

20自以
上
ニ

8
一

軍

資

・
六
回
で
あ
る
a

一

な

っ

て

い

る

・

一

品

い

d

鼠
凶

G

A

ぇ

弘

労

一
-
響
、
一一
-O揖
か
ら
閉
O
摘
ま
で
が
一
巴
空
一
七
二
一
等
、・

8
一
重
一
主
輔
副
で
は
「
金
属
箆
品
」
一
ユ
一
一
八
一
プ
ロ
ヅ
ク
世
み
る
と
「
基
-
一
一
一
斉
平
自
己
い
っ
と
f
雪

量

級

‘

酌

嘩

一
国
一

h
.
8祭
実

O
開
ま
で
が
一
で
=
言
ニ

Z
2
.雲
港

七

円

、
「
盤
整
章
」
=
δ
ニ
問
、
「
竺
四
一
問
、
宗
主
義
・
北
陸
」
二
一
位
三
一
・
八
夫
号
、
雲
明
に
み

防

相

E

P

司

一

一

一

一

一

叫
噌

a
F
τ
一
長
て
全
体
的

Z
Z二
以
主
一
期
は
女
子
-
E
れ
に
比
し
て
「
喜
円
一
芋
著
書
」
-
吉
田
京
高
い
ほ
一
一
-
豆
円
「
商
望
」
ニ
さ
一
司
こ
る
と
季
一

O
有

一一
一
二
主
円
李

1

寧

司

事

事

1
i
ι
5め
、
六
O
間
以
上
田
高
齢
者
主
体
一
以
上
」
で
み
る
と
男
子
大
ニ

・
九
回
、一
ぅ
、
「
量
料
品
」
一
喜
一
円
「
霊
一
方
面
北
・

義

主

一

八
高
二
一
均
九
三
高
と
な
っ
て
い
る
.

ぷ
、
ミ
ミ
ミ
言
、
言
、
、
、
ミ
ミ
ミ
言
、
。
ミ
ミ
ト
ミ
、
込
書
言
、
、
、
、
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
き
耳
、
ミ
ミ
ミ
量
、
ミ
、
、
、
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
一
工
品
」
一
一
0
5円
な
ど
内
職
事
は
低
く
一
『
中
園
・
四
圃
』
一
九
八
円
と
平
均
よ

司

I
F、

h
'
t
-
r
h
j
a
b

，Z
E・
E

-

z

-

Aa.曜
時
日
は
蝉
倉
時
代
園
内
積
で
し
め
一
シ
コ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー一

個
別
¢
ヰ
で
五
輪
達
手
と
一
円七日立

f
i一
日
立
山
語
辞
一
家
内
労
働
手
帳
の
普
及

日

体

ス

三

士

〉

区

・

1
1

ら

t
r二
一

聖
書
田
方
樟
葉
興
会
ス
ポ
一
み
宮
貸
手
ノ
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ク

一

ワ
ロ

1
7
e討
す

山

三

く

り

裁

量

一

ytyf昔
、
グ
ラ
ン
ド
ニ
プ
、

5
3へ
y
d一

R
q宮内
調

足

早

3
8
ヒ

一
究
主
筆
に
つ
い
て
は
揖
定
病
院
一
ト
リ
オ
ー
と
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
第

一

同

署

H
V副
ヨ

掴

岡

山

、

-

.

閣

官

。

以

降

防

J
U

主

要
体
み
豊
田
か
静
岡
署
奪
白
一
日
本
体
育
会
事
差
が
担
輯
し
て
い
一
子
1

三
y.
事
二
日
遣
し
む
ス
ポ
一
白
伊
家
牢
喜
一
野
一
一
十
四
時
間
悼
一
ず
ら
り
聞
主
主
て
い
る
・

一

4

、

J

1

I

l

l

・

釜

石
白
申

2リ
y
ピ
ッ
ク
選
手
と
い
一
る
雪
量
白
「
保
睡
」
と
一

1
4堤
サ
ッ
カ
ー
、
Y
7ト
ポ
一
酬
率
い
て
万
全
車
し

5・
一

対

象

2
2
2章
一

?

と

L
白
軍
内
包
富
田
自
習
芦
骨
働
者
に
仕
事

R
E喜
一
宮
市
岩
手
警
記
官
、
名

義

.
一
し
ょ
に
努
づ
く
り
に
更
主
主
「
置
や
発
の
向
上
」
青
空
し
一
ー
と
と

2
2
95サ
一
面
陣
刑

事

倍

雪

竹

本

長

一

年

主

主

君

主

二

百

五

十

全

一

「

語

審

議

室

杢

実

事

草

る

と

霊

で

に

一

に

喜

一
ん

か

。

て

い

る

。

一

1
ク
ル
@
重
量
ま
つ
り
。
一
(
自
体
大
等
学
部
畏
・

2
5一
員
図
書
震
は
=
芳
字
句
一
に
よ
る
担
曹
の
間
比
」
だ
が
、
民

L' 
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女
性
が
初
め
て

戦
後
の
国
鉄
職
員

作
ベ
ル
ば
ら
“
池
田

耐
国
で
は
叱
恥
省
出
町
周
士
が
直
属
じ

士
と
、
己
の
酬
で
昭
介
し
た
炉
、
わ
市

岡
で
も
ζ
と
し
開
講
白
一
般
噛
圃
と
し

さ
ん
長
者
番
付
に

と
と
に
も
叱
鞍
が
ω

出
ア
女
向
け
畠
層
圏

品
昭
世
量
.
工
賃
白
単
師
叫
喧
慣
し
た
一

【開
人
福
祉
資
金
の
貸
付
け
】
園
R
H

拘
品
皇
室
.
交
払
Y
団
地
植
な
ど
定
一
貴
参
極
度
割
は
事
業
開
捕
資
金
同
五

め
ら
れ
た
事
警
記
入
し
な
げ
れ
ば
な
一
十
万
円
-
主
雌
霊
会
五
十
万
円

め

ま

せ

ん

，

一

控

同

樺

需

筆

帝

月

額

{

牟

同

院

職

支

。
安
全
晴
生
り
た
め
白
措
量

Z
安
会
自
力
写
十
円
住
宅
(
舗
を

書
面
首
は
軍
肉
筆
者
に
一
定
町
一
場
一
貴
金
宅
カ
向
転
車
壷
金
二
十
五
一
万

暗
器
留
《
ま
た
は
原
材
棋
を
掴
D
醸
し
た
一
円
‘
用
車
匿
金
十
↑
h
h
H
同
、
桔
師
匠
企

P
、
蝿
桝
し
た
灼
ず
る
場
合
に
は
、
己
一
三
十
五
万
円
就
学
喧
厚
貴
金
四
万
孟

れ
ら
に
よ
る
危
曹
を
閉
止
す
る
た
め
に
一
千
同
時
宇
畳
盈
{
高
位
)
月
面
一
万

町
田
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
る
せ
一
一
千
円
突
き
月
間
一
万
五
千
円
、

ん
ω

一
道
製
ギ
円
、
智
頭
聞
は
孝
吉

①
プ
レ
ス
也
明
暗
な
と
L
つ
い
て
は
、
宏
一
二
十
年
間
、
利
子
は
昼
間
信
梅
田
貝
骨
低

金
葺
眠
聖
と
り
つ
け
る
r
F
1

一
宇
喧
腔
貴
金
、
植
学
資
金
は
輔
副
手
.

也
モ
ー
タ
ー
・
パ
フ
盤
な
ど
に
つ
い
て
一
電
話

刺

を

補

助

は
覆
い
を
と
り
つ

Z
2・

一

票

甜

荒

川

尾

崎

区

臣

告

書
警
は
危
宵
豆
白
た
め
の
淳
一
六
十
五
間
以
上
白
一
人
暮
し
、
ま

在

童
心
棒
」
な
と
白
書
置
を
受
付
す
る
E
一
者
人
世
帯
に
電
器
寄
付
や
曙
露

乙

一の
補
助
を
す
る
こ
と
に
な
っ
九
申
込

骨

量

2
2差是
一
み
は
五
月
中
岨
四

F34人福
祉

毛
ち
い
て
は
三
ゼ
れ
ら
が
輔
れ
た
一
同
案
、

り
高
ち
た
り
す
る
泊
そ
れ
の
な
い
啓

一
今
年
度
は
十
世
買
す
予
定
な
っ
て

堂
筋
Z
E、
晃

容
器
と
い
る
が
精
望
の
多
い
き
は
区
の
定

見
や
す
い
と
己
る
に
有
寝
室
奪
一
史
君
主
ど
に
主
舞
踊
位
で

霊
い
よ
の
注
意
事
警
手

E・
一
き
車
め
る
.
世
産
唯
性ι必誕魯
Fな落
命
義
桔
雪
革
差京

〈

ε己目程ほか字十八沿揖襲宋奇欄の客者意中芸女李子子一芯輯傘

に5つい
ぞ
て
白
量
揖
定
零
や
、
軍
問
労
働
者
も
一
す
る
4

危
害
酷
止
す
る

Eに
署
長
て
一

む
し
留
を
な
く
そ
『
コ

い
る
高
持
品
謂
前
蝿
ら
れ
て
い
る
V

一一
子
世
白
虫
歯
白
予
防
は
規
障
あ
る
宵

婦

人

福

祉

資

金

一

家

主

吟

育

四

日

の

虫

曲

芸

M
A
m
圏
直
ヰ
ぽ
で
は
附
人
の
た
め
に
一
白
目
白
行
事
由
一
つ
に
、
副
司
臥
都
自
国

「一間人
・
母
子
・
宜
庖
帽
世
田
」
と
一
度
で
は
、
六
月
七
自
「
母
と
干
白
圃
掛

「
同
人
福
祉
貴
金
目
貸
付
廿
」
白
制
度
一
教
室
」
を
む
U
く
.

主

札

げ

均

一

臣

内

町

一

履

か

ら

大

開

の

乳

拍

児

【用
人
・
冊
子
宮
陸
相
説
]
軍
門
一
と
そ
の
母
親
の
た
め
の
古
事
と
お
や
つ

白
相
成
画
が
悩
み
苧
と
由
一
帽
世
に
応
じ
一
の
費
百
を
す
る
.
当
国
!
舟
勺
て
ゆ
〈

て
い
る
d

岡
人
相
択
と
舟
干
栢
世
は
日
一
も
申
は
桂
月
し
て
い
る
母
子
白
幽
プ
一ブ

咽
と
明
舟
白
を
除
〈
毎
日
、
理
陸
相
説
一
日
y.
申
し
込
み
は
当
自
由
接
、
同
県
唱

は
毎
週
月
・
京
・
奇
一
輔
自
で
同
比
福
祉
一
睡
崩
へ
.

質
場
所
咽
持
品
開
で
ロ

.
(自
剛
間
以
空
目
黒
ヨ
丁
一
一
一
丁
一
一
二
)

日曜日はパンづくり

健康で笠かな生活を・・・

⑮開空襲:折
8，持世骨Il晋慌の貴重な戸分世品じい治してゆくために
rj~ 賢岳サ」ピスセンFー(ft03 660 3128) jを.J:Hτ.，*七九

いつもの日陥日よ久ちよつと早早L起き LてJ

がですカ、L.たのLい‘い、ですよ.台の上に生地を叩きつけるのは、パバの

仕事。約150回、 10-15分も叩きつりれば.ちょとした運動にもな久
できあがったパンもいっそうおいしいというもの。叩きつけたパン

住地は、 約1時間、 30'C位の暖かいところで酪鮮させてから、いよいよ

JFsづ<~o .. rV叫孟ダイナミフクに、ママ11カッコよしそして、お止
さんは可愛らししあとはオープンで仕上げます。 1JFちEぉ L''娩き
あがれわが家てeつ〈った、焼きたてのバンのおいしさは格別です。

それにとても経済的で丈

本
格
派
登
場
。

本
ノ
ル
ガ
リ
ア
の
味
!
純
正
ヨ
ー
グ
ル
ト

匡ヨ

時 -1
ぅ'E 第女 l

pi i三22i
z;l谷 i5 

受
賞

人生を綱渡りには
したくない

2 

o 

， 
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lO.7 

る
ら
し
〈
て
、
前
を
場
@
と
キ
ヤ
γ

キ
ヤ
ヅ
と
阿
世
か
け
t
り
寄
っ
て
き

だ
り
.
司
愛
て
て
μ

同
白
峰
る
H
h
v
、
帰
宅
し
て
か
b

7
間
浄
ヲ
ま
と
め
る
と
か
.

「魚河
a

自
己
師
に
か
え
る
E
と
も

晶
り
ま
す
の
よ
」

l
lい
ま
白
日
本
闘
に
つ
い

τ

「
祖
母
や
舟
白
C
る
位
、
色
や
盟

申
男
し
さ
を
大
山
田
L
し
ま
し
た
己

の
E
る
で
は
、
自
主
司
6
梓
目
的
手

苦
白
よ
一
Z
L色
の
摘
み
量
ね
な
ど
を

や
り
ま
す
し
、
ナ
イ
フ
で
桂
の
向
(
を

廿
ず
る
人
も
い
ま
す
」

佳
弘
明
耳
壊
が
か
わ
っ
て
き
で
百
五

問
自
体
質
も
か
わ
っ
て
車
宍

静
か
な
音
誕
も
信
念
フ
、
、
手
と
、
非
主

摘
の
よ
う
な
小
田
摂
望
者
現

も
ゆ
っ
く
り
領
た
も
白
炉
措
置
な
、

も
の
静
か
な
お
瞳
さ
ん
.
近
肺
の
奥

き
長
』
日
京
酬
を
教
え
て
い
る
。

「
間
性
が
怯
に
出
ま
す
ね
」

小
さ
い
と
き
か
ら
動
柏
時
き
。
主

れ
が
己
う
Eτ
助
柑
白
恰
ば
か
り
描

く
よ
う
に
な
っ
た
。

「
剖
利
聞
の
と
き
、
士
と
閣
皿
金
官

い
た
自
で
引
J

。
あ
ま
り
可
季
、

τ犬

白
闘
を
ガ
プ
ッ
と
:
:
」

犬
山
川
人
間
に
か
み
つ
く
ヒ
マ
も
な

か
っ
た

朋

うー

さ
ん

。

間
平
さ
ん
が
入
選
し
た

E
明
者
缶

百
人
の
な
か
か
b
遣
は
h
t
J九
人
目

門

u
-
Z芝
品
事
叫
鶴

岡
幽
一
品
"
の
め
ア
晶

無類の動物好き

音楽と井上靖と

戸

-
m
m
 

教
育
大
跡
の
払
下
げ

渋
谷
区
運
動
公
園
の
計
画

設
育
館
下
ほ
し
と
と
の
庶
民
自
一

E盟
主
主
主
胞
の
世
、
を

な
が
い
間
白
志
聞
を
か
な
え
よ
λ
メ】
、
一
民
亦
盟
の
岨
国
幹
註
会
長
(
日
本
陸
上

M
P出
産
で
は
、
書
墨
置
市
に
一
霊
畳
間
名
吏
長
)
や
世
個
、
柵
人

再
転
し
十
荷
台
中
へ
宇
部
宵
晶
子
部
白
跡
地
一
団
建
休
禽
時
金
蝿
由
が
丘
月
八
日
に

高
官
民
下
げ
を
存
て
且
富
一
世
説
明
、
約
千
五
白
人
白
事
。
塞
拒

な
と
き
く
み
三
っ
と
留
者
連
繋
】
ひ
ろ
一
泊

t
の
宮
宇
は
じ
め
に
、
出
J
岳
民
内
由

一
め
て
い
る
.
世
苗
区
画
閉
に
畠
っ
た
教
一
約
十
万
世
帯
に
も
町
内
申
誼
構
を
泊
じ

一
育
大
学
片
体
育
学
部
は
謀
略
L

時
転
し
士
一

τ約
十
五
万
人
申
軒
名
を
見
返
ん
で
い

一
電
約
四
万
一
一
一
千
百
平
方
討
を
悼
骨
一
る
。
街
同
署
名
と
晶
わ
せ
て
雪
L
は

一朗
也
、
守
め
た
迫
聖
慢
し
ょ

2
一
回
L
閉
山
内
大
著
田
制
書
躍
跡
地

一い
う
の
が
己
の
宮
名
量
動
則
自
し
習
い
.
一
払
い
下
げ
D
S
h含
L
か
け
る
こ
と
に

-

世
省
民
白
区
盟
会
、
民
世
厨
や
世
軒
司
容
Q
.

レ
ヘ
作
の
「
ラ
マ
」
が
士
て
か
け
て
あ

っ
有
ト
ル
コ
プ
ル
ー
を
パ
ッ
ク
に

つ
か
っ
た
正
問
の
3
7
.
目
ぶ
明
白

し
く
な
い
棟
四
太
い
亜
み
の
品
る

蛇
「
-
一
?
?
と
い
う
動
物
は
、
ア
ル
パ

カ
の
読
で
、
穆
ノ
メ
』
力
白
高
胞

に
い
る
ニ
フ
P
Fの
一
種
と
童
書
レ

た
。
井
の
商
品
開
に
三
国
い
る
白
で

す
よ
」
1
1酌
い
て
い
る
動
物
ぞ
訟
に
す

る
り
は
、
ど
ん
託
方
世
官

1
1事
一
貫
の
描
写
?

「
イ
〆

L
Vで
は
ど
フ
し
で
も
‘

ろ
そ
か
山
て
培
て
-
t

」

嗣
掃
由
地
〈
稔
L
な
る
ま
で
動
柏

担
』
か
よ
う
と
い
う
。

1
1
酢
物
も
晶
な
た
白
原
を
肯
え

て
い
ま
す
か
?

「
去
牛
、
か
き
ま
し
た
マ
ン
ド
M

ん
す
巧
を
で
も
私
塁
手
応

i

j
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この先何が起こるカミ誰にもわかりません。

交通事故・火災・傷害・盗難・・・忠、わぬ災難に見舞われたとき、

いわば人生の杖。

ころんだH主杖がなければ立ち直るのにも時聞がかかります:

お宅の損害保険は万全でしょうか?

長い人生です;

助けてくれるのが損害保険てヌ

， 

， 

拳明治車L業

ひ芝すらさわやか

明治区軍司

:J"JL拘"!J3'
冨帽~.JLト

'7L1ーコ

明拍?'~I，r;ß1) アョ-，yfi'トは甘叫の

ないプνーンタイプですから、いろ

いろな相料理にご利用uただけます、

ヤろいろ工夫して~，い"すりないおい

しさを車しんで〈ださい.

・フ""ーツ、クーキにi添えて

・ジャムやハ~，ーをか吋て

・1苅魚科理由つ吋あわせに

・ジュースや牛乳にミァタスして

・スーフ三シチaーに

e 

日本火災海ム

温r-:i=.*l.1U・""
gき図火災海よ
【会員金也ー却...)

日齢火災海""

図書火災海上

扇新火災およ

紋 日本損害保険協会
息思・"代 '''1~R;ll卜...阜早^''-'安・内
守1'1ftl)3~ l9fl伺'"大代.】

.."UI封R古慢融会社か向型底-rうぞ?
輔筒火災海上 剣一火災海よ

裳栄火災海ム 大東京火災施よ

男豆火災海よ *""火災海よ

住友海上火災 千代悶火災海上

大正指上火災 東京調」二火災

大 a火災海上 環海火災海上

京崎火災浦上 網靭火災局よ

からだの保険
ltli慣占保融交通事故傷官保融・
フyミリー交通商苫f~陣・海外旅行

傷害時険・国内旅行傷害保雄・山

岳銀行悔守毘院・航空惜苫保院

くdまの保険
白隠貴埠蹄(自動車損古蹄慣責任

fl'.陪ト自主m自動事f~陣・自動
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自然の中に、
行きつけの場所があるなん℃
素晴らしし、ことだと思います;

自然とのつきあいも長〈なると、

忘れられない土地とれ特別に愛者を覚える風景tか於
いつの間にか生まれて〈るみたいですね。人がそうして自然を見守っていりぱ、自然ももっt美し〈なれると思いますL
私たちコカ・コーラポトラーズは、KeepJapan Beautiful<こんにちは美しL、日本〉キャンペーンを、

今年も全国て展開していますL美しい自然を取り炭すために、みなさまのご協力をお願いしますL
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